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一気に現れ始めた改良効果
ふたを開ければ損失30％低減を達成

　気がつけばプロジェクト始動から、あっという間に数年
が経過していました。その間、目に見える成果は一切ない
という厳しい状況でした。現状を把握するだけでも非常に
難しく、改良の方向を見出すことができずにいたのです。
それでも決してあきらめることなく、一つ一つの現象を根
気よくつかんでいくうちに、膨大なデータが蓄積され、数
多くの仮説検証結果がそろってきました。同時に、個々の
部品についてミクロンレベルで最適解を導き出すことによ
り、一つ一つは小さいものの数多くの改良点が見つかるよ
うになりました。中には、従来、効率にはほぼ無関係と考
えられていたものが、実は大きな影響を及ぼすことが証明
された、画期的な発見もありました。いったん改良点を見
出し始めると、数年がかりで蓄積してきた膨大な裏づけデ
ータに助けられ、目に見える効果が一気に現れ始めました。
　パーツごとの最適化を図るミクロな視点と、油圧システ
ム全体としての最適化を図るマクロな視点の両方から検討
を重ね、従来手法では着目していなかったところまで検討
対象とすることによって、最終的に、エネルギー損失を




